
学位規則の改正（博士論文のインターネット公表）

博士の学位の授与

インターネットの
利用による公表
・論文の全文

インターネットの利
用による公表
・論文の要約

全文閲覧（大学）

「やむを得ない事由」
がある場合

改正後の博士論文の公表に係るフロー

原則

大学等の承認

インターネット公表ができな
い内容を含む場合

・立体形状による表現を
含む
・著作権や個人情報に
係る制約

不利益が生じる場合

・出版刊行（予定）
・学術ジャーナルへの
掲載（予定）
・特許の申請（予定）

等

「やむを得ない事由」
がなくなったとき

【改正の趣旨・概要】

○大学の教育研究の成果である博士論文等の質を相

互に保証し合う仕組みとして、博士論文等を相互に

参照できるよう公表することを規定している。

○公表の方法については、制度創設の昭和２８年以

来「印刷公表」（単行の書籍又は学術雑誌等の公刊物

に登載すること）によると規定されてきたところ、情報

化の進んだ現下の状況に合わせて、また、印刷の

負担軽減の観点から、「インターネットの利用による

公表」とする改正を行う。

学位規則（抄）〔改正前〕
第九条 博士の学位を授与された者は、当該学位を
授与された日から一年以内に、その論文を印刷公
表するものとする。

「インターネットの利用による公表」
に改正

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与され
た者は、やむを得ない事由がある場合には、当該
博士の学位を授与した大学又は独立行政法人大
学評価・学位授与機構の承認を受けて、当該論文
の全文に代えてその内容を要約したものを印刷公
表することができる。



改正後の運用について

学位授与大学等
インターネットにより公表
・博士論文要旨
・論文審査の結果の要旨

学位授与大学等の協力を得て、インターネットによ
り公表
・博士論文の全文
（やむを得ない事由がある場合、大学等の承認を受け、全
文に代えて要約とすることが可能）

博士号取得者

国立国会図書館への送付
・博士論文の全文等

文部科学大臣への報告
・（整備を行った場合）学位規程

文部科学大臣への提出
・学位授与報告書

「インターネット公表」は、各
大学の機関リポジトリによ
る公表を基本とする。

今次の改正に伴い、
電子的な提出を原則とする
運用に変更。

新学位規則
第９条

新学位規則
第８条

学位規則
第12条

学位規則
第13条

高等教育局長通知
（H25.３ 発出予定）

平成２５年４月１日施行予定
（施行日以降に授与する学位に適用）



改正に係る必要な手続きの概要

機関リポジトリ
（学位論文の登載）

博士論文の収集を管理
学位授与報告書
の写し

国立国会図書館が用意する送信用システムでの
送信が必要

国立国会図書館が用意する送信用システムでの
送信が必要

「インターネット公表」は、各大学の機関リポジトリによる公表が原則。

国立国会図書館
に送信

国立国会図書館による自動収集

電子媒体で用意

整備

新学位規則第９条第２項により要約を公表した場合における全文の取扱い。

・各被授与者別に封筒に入れ、封筒の表に報告番号、
学位の種類、氏名、大学名を記入
・送付する小包には「学位論文在中」と朱書

紙媒体で用意
国立国会図書館
に郵送

国立国会図書館
に送信

博士論文の網羅的
検索環境を構築国立情報学研究

所に提供

未整備
※国立情報学研究所が
メタデータを自動収集
していない場合を含む。


